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議会だより　のだ　№ 167－②議会だより　のだ　№ 167－②

　第３回村議会定例会が３月６日から15日までの10日間を会期に開催されました。
　本定例会では、一般会計・特別会計、公営企業会計の令和６年度当初予算のほ
か、令和５年度の補正予算、条例改正などの議案が提出され、審議を行いました。
　８日には６人の議員が一般質問を行いました。

令和６年度 当初予算
一般会計　64　億　2,155万円

※各数値は四捨五入しているため、合計と合わない場合があります。

その他交付金
１億 1,363 万円（1.8％）

その他
１億 2,640 万円（2.1％）

総務費
６億 3,546 万円（9.9％）

民生費
８億 4,651 万円（13.2％）

衛生費
２億 2,686 万円（3.5％）

農林水産業費
14億 8,182万円（23.1％）

土木費
５億 9,392 万円（9.2％）

消防費
２億 38万円（3.1％）

教育費
19億 5,443 万円（30.4％）

公債費
３億 767万円（4.8％）

議会費
4,810 万円（0.7％）

村債
15億 4,033 万円（24.0％）

国・県支出金
12億 6,120 万円（19.6％）

地方交付税
15億 6,160 万円（24.3％）

その他
１億 6,070 万円（2.5％）

繰入金
14億 852 万円（21.9％）

繰越金
500 万円（0.1％）

村税
３億 7,057 万円（5.8％）

依存財源
70％

自主財源

30％
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３　月
定例会

日形井 貞一 氏坂本 博志 氏 北田 栄一 氏

特
別
会
計
予
算

国民健康保険事業 ４億 8,126 万円

後 期 高 齢 者 医 療 5,141 万円

国 民 宿 舎 事 業 4,324 万円

公
営
企
業
会
計

（
収
益
的
支
出
）

簡 易 水 道 事 業 １億 4,417 万円

下 水 道 事 業 ２億 7,771 万円
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令和６年度の 主な予算の使い道は？

野田小学校整備事業
16 億 5,017 万円

令和７年８月の開校に向けて整備を進める。

交流物産等複合施設整備事業
10 億 3,321 万円

　村の新たな玄関口として、三陸沿岸道路野田イン
ターチェンジ付近に整備する。

十府ヶ浦公園遊具
整備事業
3,000 万円

　十府ヶ浦公園の利用促進を図り、
十府ヶ浦海岸をコンテンツとした観
光振興及び交流・関係人口の拡大を
推進するため、遊具の整備を行う。

「交流物産等複合施設」のイメージ図

小学校建設工事が進んでいます

◆ハード事業◆
　・漁村再生交付金事業　　２億 3,200 万円
　・村道整備事業　　　　　　　 3,140 万円
　・橋梁修繕事業　　　　　　　 5,270 万円

◆ソフト事業◆
　・地域活性化アイディア実現補助事業　　100万円
　・森林づくり事業　　　　　　　　　　　300万円
　・消防団高視認性活動服更新事業　　　　430万円

主要事業

の概要の

一部



議会だより　のだ　№ 167－④議会だより　のだ　№ 167－④

一般会計予算に対する 附帯決議を可決
　議案第30号「令和６年度野田村一般会計予算」に対して、予算特別委員会および本会議

においていずれも附帯決議※を可決しました。内容は次のとおりです。

（発議案第１号）議案第30号「令和６年度野田村一般会計予算」に対する附帯決議 

令和６年度野田村一般会計予算中、交流物産等複合施設に係る予算の執行に当たっては、
慎重かつ最善を尽くすとともに、当初の目的である「村に降りてもらい、村内へ足を運ぶ
起点」に沿った事業内容とし、次のとおり取り組むよう求める。

　１　近隣の同様の施設との差別化に努めること
　２　村民への説明を一層丁寧に行い、十分な理解を得られるよう努めること
　３　可能な限り住民等の意見や提案を取り入れるよう努めること
　４　現在の施設については、駅の機能を残すとともに、効率的な活用に努めること

令和６年３月15日　　野田村議会

※附帯決議…対象の案件について議会が執行上の意見や要望を表明するもの。法的根拠はなく事実行為としての議会の意思表明。

交流物産等複合施設に係る予算に対し

反 対 討 論

現在の場所で最善策を　　山田 陽子 議員

丹野 和子 議員　情報開示と検討の時間を

　この事業は平成 27 年から計画構想が始まり、８年が経過している。この間、村及び久慈広域圏の人口
は減少の一途をたどり、少子化や高齢化率の増大へ対する対策は待ったなしの状況で、本村に生活する住
民が安心・安全に暮らせるように持続可能な村づくりに村政の力を注ぐべきと考える。
　更に、老朽化する「えぼし荘」や津波浸水想定区域にある役場庁舎などの問題や津波防災対策、三陸鉄
道の存続は沿岸住民の悲願とされているところである。交流物産等複合施設の建設による、現「観光物産
館ぱあぷる」と「産直ぱあぷる」の移転により、「三陸鉄道 陸中野田駅舎」の無人化が現実のものになれば、
村そのものの衰退に拍車をかけかねない。
　また、事業を進め、決めるにあたり住民及び産直事業者への説明が不足で納得していない村民も多く、
自分達の事業を積極的な姿勢で捉えられないこの新しい交流物産等複合施設は、野田村を豊かな明るいも
のにする事業なのか。
　現在の地で「観光物産館ぱあぷる」、「産直ぱあぷる」及び「三陸鉄道 陸中野田駅舎」を、守り育てる
ことが最善の策であると考える。このまま進めていくことは、城内地区の活性化にも大きな影響を及ぼし
かねない問題であると考える。以上の理由から反対する。（要約して掲載）

　「交流物産等複合施設整備事業」の令和６年度の予算化をやめ、費用の精査、住民への情報提供、現在
の「道の駅のだ」、「産直ぱあぷる」のあり方を検討する必要がある。
　まず、住民へ情報提供がなされていない。広報のだ２月号に「交流物産等複合施設整備事業」の記事が
掲載されたが、駅が無人になること、産直が移転し、その後の利用がまだ決まっていないことは周知され
ていない。
　現在の野田駅周辺は人の流れもあり住民に利用されている。新たな施設整備にあたっては、現在の野田
駅周辺の存続、活用についても考える必要がある。
　また、建設費等、技術的なことや費用等これまで議会で多くの質問がされており、委託管理費も含め検
討を要する内容だ。
　以前の調査報告書に、「通過する道路利用者のサービス提供の場から道の駅自体が目的地となるように」
との記載があった。現在の道の駅は地域の方からも利用され、目的地化されている部分がある。高齢者の
利便性、村中心地への移動を残すことを検討できる期間が必要と訴え、令和６年度一般会計予算案に反対
する。（要約して掲載）
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議案番号 議案名・議案内容 議決結果

議案第１号　
令和５年度野田村一般会計補正予算（第５号）
➡予算総額に歳入歳出それぞれ2,669万6,000円を追加し、総額を46億5,952万4,000円とするもの
　�（価格高騰緊急支援給付金給付事業、災害救助経費及び全日本吹奏楽コンクール岩手県大会予選等
　出場費補助金に要する経費について補正しようとするもの） 可決（賛成全員）

議案第２号　
野田村手数料条例の一部を改正する条例
➡�地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部を改正する政令の施行に伴い、所要の改正をしよ
うとするもの

議案番号 議案名・議案内容 議決結果
議案第１号　 令和５年度野田村一般会計補正予算（第６号）

➡予算総額に歳入歳出それぞれ２億8,639万1,000円を減額し、総額を43億7,313万3,000円とするもの

可決（賛成全員）

議案第２号　 令和５年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）
➡予算総額に歳入歳出それぞれ2,709万7,000円を減額し、総額を５億1,462万7,000円とするもの

議案第３号　 令和５年度野田村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
➡予算総額に歳入歳出それぞれ253万9,000円を減額し、総額を4,664万8,000円とするもの

議案第４号　 令和５年度野田村農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
➡予算総額に歳入歳出それぞれ278万4,000円を減額し、総額を4,448万9,000円とするもの

議案第５号　 令和５年度野田村漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
➡予算総額に歳入歳出それぞれ5,000円を追加し、総額を1,839万6,000円とするもの

議案第６号　 令和５年度野田村公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
➡予算総額に歳入歳出それぞれ1,988万5,000円を減額し、総額を３億1,010万7,000円とするもの

議案第７号　 令和５年度野田村簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
➡予算総額に歳入歳出それぞれ2,480万円を減額し、総額を１億4,022万2,000円とするもの

議案第８号　 令和５年度野田村国民宿舎事業特別会計補正予算（第３号）
➡予算総額に歳入歳出それぞれ30万円を追加し、総額を2,729万7,000円とするもの

議案第９号　 野田村簡易水道事業基金条例
➡簡易水道事業の企業会計への移行に伴い、新たに基金の設置について定めようとするもの

議案第10号　 野田村下水道事業基金条例
➡下水道事業の企業会計への移行に伴い、新たに基金の設置について定めようとするもの

議案第11号　 中小企業及び小規模企業振興条例
➡中小企業及び小規模企業の振興に関し、基本理念等の必要な事項を定めようとするもの

議案第12号　 はまなす運動奨励基金条例
➡当該基金の運用方法を総体的に変更するため、所要の改正をしようとするもの

議案第13号　
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
➡法律等の一部改正に伴い、所要の改正をしようとするもの

議案第14号　 押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例
➡行政手続きにおける押印の見直し等に伴い、所要の改正をしようとするもの

議案第15号　 ふるさと創生基金条例の一部を改正する条例
➡当該基金の使用目的を変更し、幅広い事業に活用するため、所要の改正をしようとするもの

議案第16号　
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例
➡当該基準の一部改正に伴い、所要の改正をしようとするもの

議案第17号　 野田村漁港管理条例の一部を改正する条例
➡岩手県漁港管理条例の一部改正に伴い、所要の改正をしようとするもの

議案第18号　 道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
➡岩手県の道路占用料徴収条例の一部改正に伴い、所要の改正をしようとするもの

議案第19号　
法定外公共物管理条例の一部を改正する条例
➡�岩手県の道路法等の適用を受けない公共用財産の使用等に関する条例の一部改正に伴い、所要の
改正をしようとするもの

議案第20号　
野田村村営住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
➡�配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部改正に伴い、所要の改正をしよ
うとするもの

議案第21号～
　　　第26号

財産の貸付けに関し議決を求めることについて
➡�東日本大震災大津波の被災事業者の事業用施設の用に供するため仮設施設を減額貸付けしようと
するもの

議案第27号　 教育委員会の委員の任命に関し同意を求めることについて
➡教育委員に、坂本博志氏を任命することについて議会の同意を求めるもの 同意（賛成全員）議案第28号～

　　　第29号
人権擁護委員候補者の推薦に関し意見を求めることについて
➡人権擁護委員候補者に、北田栄一氏、日形井貞一氏を推薦することに関し議会の意見を求めるもの

議案第30号　 令和６年度野田村一般会計予算　　➡（２～４ページ参照） 可決（賛成多数）

議案第31号～
　　　第35号 令和６年度野田村各特別会計・各公営企業会計予算　　➡（２、３ページ参照）

可決（賛成全員）議案第36号　 令和５年度野田村一般会計補正予算（第７号）
➡予算総額に歳入歳出それぞれ1,580万円を追加し、総額を43億8,893万3,000円とするもの

発議案第１号 議案第30号「令和６年度野田村一般会計予算」に対する附帯決議について
➡令和６年度野田村一般会計予算中、交流物産等複合施設に係る予算の執行についての附帯決議

※議長は採決に加わらない

第２回臨時会　１月24日

第３回定例会　３月６日～３月15日

議案一覧

議案一覧



村政を問う
議員６人が登壇

一般質問は、村の行政事務全般（一般事務）に関し、村の所見や疑義に

ついて質問することができ、定例会でのみ（原則）行うことができます。

質問時間は、1人60分までとなっており、1つの質問につき3回ま

で 質問することができます。

質問議員（質問順）
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質　問　事　項

１ 交流物産等複合施設建設について

１ 給食費の無償化について

２ 第９期介護保険事業計画の野田村の状況について

３ 高齢者の健康増進とポイントカード事業について

１ 人口減少問題について

２ ごみの収集問題について

３ 能登半島地震の支援について

１ 交流物産等複合施設建設について

２ 久慈広域「道の駅」について

３ ＤＸの推進について

１ 産後ケアの充実について

２ クマ被害対策について

３ 子ども応援条例の制定について

１ 環境衛生の充実について

２ 野田村高齢者福祉計画等について

３ 防災避難関連について

４ 野田村生活支援ハウスについて

５ 野田村スポーツフェスティバルについて
【村長施政演述に対して】　保健体制の充実について
【教育行政方針演述に対して】　生涯スポーツについて
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問

交
流
物
産
等
複
合
施
設

に
つ
い
て
、
設
計
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
交
代
時
期
と
理

由
は
。

村
長

本
事
業
が
始
動
し
た
の

は
、
平
成
27
年
度
に
実

施
し
た
基
本
構
想
の
策
定
か
ら

で
あ
り
、
仙
台
市
の
設
計
事
務

所
が
策
定
業
務
を
受
託
し
、
三

陸
沿
岸
道
路
の
完
成
に
伴
う
課

題
の
把
握
、
施
設
が
担
う
べ
き

役
割
や
整
備
位
置
に
つ
い
て
定

め
た
。
令
和
３
年
度
に
は
施
設

参
画
希
望
者
と
の
意
見
交
換
を

踏
ま
え
、
基
本
構
想
を
見
直
し

て
い
る
。
令
和
４
年
度
に
は
、

そ
の
基
本
構
想
を
基
に
施
設
の

設
計
を
行
い
、
施
設
整
備
の

ハ
ー
ド
面
、
施
設
の
機
能
や

サ
ー
ビ
ス
等
の
ソ
フ
ト
面
の
検

討
も
一
体
に
進
め
、
選
ば
れ
る

魅
力
あ
る
施
設
と
す
る
た
め
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
り
、
基
本
構
想
策
定
業
務
に

携
わ
っ
た
設
計
事
務
所
を
含
む

７
者
の
提
案
の
結
果
、
現
在
の

業
者
が
選
定
さ
れ
た
。

問

「
道
の
駅
」
と
し
て
の

登
録
申
請
は
い
つ
か
。

村
長

今
後
の
国
土
交
通
省
と

の
協
議
次
第
で
あ
り
、

今
年
度
中
に
必
要
な
計
画
書
の

素
案
を
も
っ
て
事
前
協
議
の
開

始
を
見
込
ん
で
い
る
。
事
前
協

議
が
調
い
次
第
、
登
録
に
向
け

た
申
請
を
行
い
た
い
。

問
「
道
の
駅
」の
登
録
要
件

を
満
た
す
事
業
内
容
か
。

村
長

当
初
、
今
の
「
道
の
駅
」

を
移
転
す
る
発
想
で
進

め
て
き
た
が
、
予
定
地
が
三
陸

沿
岸
道
路
と
県
道
が
隣
接
す
る

こ
と
か
ら
、
登
録
要
件
に
つ
い

て
、
現
在
、
協
議
中
で
あ
る
。

問

新
た
に
整
備
予
定
の
男

子
用
ト
イ
レ
の
便
器
が

少
な
く
、
空
間
も
狭
い
こ
と
が

気
掛
か
り
だ
が
。

村
長

他
市
町
村
の「
道
の
駅
」

と
比
較
す
る
と
、
多
い

所
も
同
程
度
の
所
も
あ
り
、
い

ず
れ
必
要
な
機
能
を
精
査
し
、

便
器
の
増
設
を
含
め
利
用
し
や

す
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

問

新
た
な
施
設
の
正
面
玄

関
は
、
県
道
側（
南
面
）

に
据
え
る
べ
き
で
は
。

村
長

整
備
に
あ
た
り
、
新
施

設
へ
の
出
店
希
望
者
・

事
業
参
画
希
望
者
等
と
、
延
べ

９
回
の
意
見
交
換
を
行
い
、
施

設
の
在
り
方
や
整
備
方
針
を
検

討
し
、
必
要
な
機
能
や
サ
ー
ビ

ス
等
も
議
論
を
重
ね
て
き
た
中

で
、
施
設
の
配
置
や
構
成
、
活

用
方
法
な
ど
を
検
討
し
た
結
果
、

複
数
案
の
中
か
ら
県
道
沿
い
に

横
一
文
字
型
で
の
配
置
案
が
採

用
さ
れ
、
現
在
の
設
計
に
反
映

さ
れ
て
い
る
。
県
道
側
は
、
施

設
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る

「
顔
」
と
し
て
山
林
や
周
囲
の

自
然
に
馴
染
む
外
観
と
な
っ
て

お
り
、
来
場
者
が
集
う
空
間
が

設
定
さ
れ
、
賑
わ
い
の
創
出
に

も
貢
献
で
き
る
設
計
で
あ
る
。

問

「
木
材
利
用
促
進
法
」

に
基
づ
く
木
材
利
用
を

推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今

回
鉄
骨
造
を
採
用
し
た
理
由
は
。

村
長

施
設
提
案
時
に
、
柔
軟

に
対
応
で
き
る
可
変
的

空
間
の
確
保
、
賑
わ
い
の
創
出

と
い
う
観
点
に
お
い
て
、
可
能

な
限
り
柱
を
必
要
と
し
な
い
構

造
が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お
い
て

評
価
さ
れ
た
。
内
部
空
間
は
、

可
能
な
限
り
木
材
を
利
用
し
、

温
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

設
計
で
あ
る
。

交流物産等複合施設建設

 万全の態勢で建設着工を

村長　貴重な意見提案、検討結果をもとに進める
小 野 寺　 豊 議員

議会だより　のだ　№ 167－⑦

問

新
た
な
施
設
の
運
営
形

式
、
運
営
者
、
年
間
の

管
理
費
概
算
見
積
額
は
。

村
長

物
販
と
産
直
部
門
は
ス

ペ
ー
ス
が
一
体
と
な
る

こ
と
か
ら
、
現
在
の
指
定
管
理

者
を
交
え
、
検
討
を
重
ね
調
整

中
で
あ
る
。
飲
食
部
門
は
、
現

時
点
で
は
新
施
設
の
管
理
者
運

営
を
想
定
し
て
い
る
。
施
設
管

理
は
、
指
定
管
理
に
よ
る
方
法

を
想
定
し
て
い
る
。
年
間
の
管

理
経
費
は
、
現
時
点
の
概
算
で

約
４
８
０
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
が
、
今
後
更
な
る
精
査
を

行
い
、
経
費
の
削
減
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

問

「
道
の
駅
」
登
録
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
、
現

在
の
「
道
の
駅
」
は
そ
の
ま
ま

利
用
で
き
る
か
。

村
長

協
議
の
結
果
次
第
で
、

今
の
「
道
の
駅
」
は
、

必
要
な
機
能
を
備
え
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
「
道
の
駅
」
の
呼

称
は
返
還
す
る
こ
と
に
な
る
。

新
た
な
施
設
が
登
録
で
き
な
い

場
合
は
、「
道
の
駅
」
登
録
さ

れ
た
施
設
は
な
く
な
る
こ
と
も

想
定
し
検
討
し
て
い
る
。



 　村でも無償化を

教育長　村の施策全体の中で検討

問

給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
、
他
県
・
他
市
町

村
は
、
無
償
化
を
実
施
す
る
所

も
出
て
き
て
い
る
が
、
村
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。
ま
た
、
第

２
子
以
降
の
無
償
化
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
検
討
が
必
要
で
は

な
い
か
。

教
育
長

給
食
は
令
和
５
年
度
後

半
か
ら
食
材
等
の
高
騰

に
関
わ
る
分
は
村
で
負
担
し
、

従
来
の
価
格
で
ご
負
担
い
た
だ

い
て
い
る
。
子
育
て
支
援
施
策

は
、
医
療
費
や
保
育
料
の
無
償

化
等
、
村
の
施
策
全
体
の
中
で

検
討
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
本
年
度
か
ら
小
学
校
建
設

の
大
き
な
事
業
が
動
い
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
無
償
化
の
財
源

の
確
保
を
は
じ
め
、
今
後
も
他

市
町
村
や
国
・
県
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

第
９
期
介
護
保
険
事
業

問

令
和
６
年
度
か
ら
の
第

９
期
介
護
保
険
事
業
に

お
い
て
、
介
護
保
険
の
段
階
が

多
く
な
り
、
保
険
料
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
。
段
階
ご
と
の
対
象

人
数
は
。

村
長

第
１
号
被
保
険
者
の
介

護
保
険
料
は
、
久
慈
広

域
連
合
に
お
い
て
算
定
さ
れ
て

お
り
、こ
の
度
、次
期
計
画
案
に

お
け
る
介
護
保
険
料
の
基
準
月

額
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
改
定
案
に
よ
る
介
護
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者

の
保
険
料
上
昇
の
抑
制
を
図
り
、

個
々
の
負
担
能
力
を
き
め
細
か

く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
現
行
の

９
段
階
か
ら
13
段
階
へ
設
定
が

広
げ
ら
れ
て
い
る
。
令
和
５
年

度
の
課
税
状
況
を
も
と
に
試
算

し
た
結
果
、
対
象
者
は
１
５
６

５
人
。
段
階
ご
と
の
人
数
は
左

の
表
の
通
り
と
伺
っ
て
い
る
。

問

制
度
改
正
に
よ
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

人
員
、
体
制
整
備
等
は
。

村
長

野
田
村
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
体
制
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
兼
ね
る

保
健
師
１
人
、
看
護
師
１
人
、

社
会
福
祉
士
１
人
と
事
務
補
助

１
人
に
、
昨
年
12
月
栄
養
士
１

人
を
加
え
た
５
人
体
制
で
あ
る

が
、
今
後
の
体
制
は
、
役
場
全

体
の
職
員
体
制
の
中
で
決
定
し

て
い
く
。
ま
た
、
国
が
示
す
制

度
改
正
で
、
要
支
援
者
に
行
う

介
護
予
防
支
援
が
で
き
る
事
業

所
と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
以
外
に
新
た
に
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
も
実
施
で
き
る

こ
と
に
な
り
、
野
田
白
寿
会
指

定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
が
該

当
す
る
。
実
施
に
つ
い
て
は
前

向
き
に
検
討
し
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
。

問

介
護
報
酬
改
定
が
あ
り
、

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

基
本
料
金
が
減
額
さ
れ
る
と
あ

る
が
、
利
用
者
は
ど
れ
く
ら
い

か
。
必
要
な
方
が
利
用
で
き
な

く
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
。

村
長

今
回
の
報
酬
改
定
で
事

業
所
の
職
員
が
減
る
な

ど
の
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
現
在
の
本
村
の
利
用
者
は

24
人
で
、
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
所
に
よ
っ
て
は
、
ヘ
ル

パ
ー
職
員
の
不
足
に
よ
り
他
の

事
業
所
へ
依
頼
す
る
こ
と
も
あ

る
と
伺
っ
て
い
る
。

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
事
業
の
継
続
と
遠

隔
地
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う

な
方
策
が
必
要
で
は
。

村
長

こ
の
事
業
は
令
和
６
年

度
も
継
続
実
施
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
実
施
場
所
や
実
施
方
法
の

改
善
を
今
後
検
討
す
る
。

丹 野　 和 子 議員

給食費
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ほうれん草給食

ポイントカード事業の「かだるカフェ」の様子

段階 人数 段階 人数

１ 317 ８ 59
２ 220 ９ 35

３ 110 10 11

４ 193 11 ７

５ 267 12 ３

６ 196 13 17

７ 130 計 1,565



問

人
口
減
少
問
題
に
対
す

る
村
と
し
て
の
施
策
は
。

村
長

少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
は
本
村
の
み
な
ら
ず

大
変
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
と
し

て
様
々
な
要
素
が
絡
み
合
う
こ

と
か
ら
、
今
後
も
子
育
て
支
援
、

交
流
人
口
の
拡
大
、
産
業
振
興

策
な
ど
を
継
続
実
施
し
、
長
期

的
な
視
点
を
も
っ
て
進
め
て
参

り
た
い
。

問

広
域
連
合
等
広
い
枠
組

み
で
若
者
の
働
く
場
を

考
え
て
は
。

村
長

広
域
連
合
の
会
議
で
も

共
同
で
企
業
誘
致
す
べ

き
と
発
言
し
て
い
る
。
他
に
野

田
村
、
普
代
村
、
田
野
畑
村
の

３
村
で
連
携
し
た
活
動
も
あ
り
、

工
業
的
施
設
だ
け
で
な
く
、
第

１
次
産
業
も
含
め
広
く
考
え
て

い
き
た
い
。

燃
え
る
ご
み
の
収
集

問

フ
リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
な
く
今
の
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
の
収
集
を
。

村
長

収
集
運
搬
業
者
と
の
協

議
を
重
ね
て
き
た
。
収

集
体
制
の
見
直
し
を
し
て
い
た

だ
き
、
全
地
区
週
２
回
の
収
集

も
可
能
で
あ
る
と
回
答
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ご
み

の
収
集
運
搬
に
係
る
経
費
は
久

慈
広
域
連
合
が
ご
み
の
処
理
量

に
応
じ
た
按
分
を
行
い
、
管
内

市
町
村
が
負
担
金
を
支
出
し
て

い
る
。
本
村
の
収
集
回
数
が
増

加
す
る
こ
と
に
伴
い
、
管
内
市

町
村
の
負
担
金
へ
の
影
響
が
生

じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
関
係
機
関
と
協

議
を
行
い
、
収
集
回
数
の
見
直

し
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

ご
み
収
集
に
関
し
、
令

和
６
年
度
に
施
策
は
。

村
長

広
域
連
合
の
負
担
金
の

問
題
は
協
議
中
で
あ
り
、

若
干
時
間
が
か
か
る
と
思
っ
て

い
る
。
収
集
運
搬
業
者
か
ら
は

協
力
を
得
ら
れ
る
見
込
み
が

立
っ
た
の
で
、
村
単
独
で
費
用

を
負
担
し
、
遅
く
て
も
７
月
頃

か
ら
、
期
間
等
、
協
議
し
な
が

ら
、
村
内
全
地
区
週
２
回
収
集

を
試
み
る
予
定
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・�

能
登
半
島
地
震
の
支
援
に
つ

い
て

 　若者の働く場を

村長　広域などと連携し進めていく

米田地区と中平地区のごみステーション

前 川　 安 男 議員

人口減少

野
田
村
保
育
所
の
子
供
た
ち

議会だより　のだ　№ 167－⑨



県道側から見た「交流物産等複合施設」のイメージ図
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問

交
流
物
産
等
複
合
施
設

の
建
設
費
が
10
億
円
を

超
え
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
が

妥
当
性
は
。

村
長

三
陸
沿
岸
道
路
の
開
通

に
よ
り
通
過
型
の
地
域

と
な
り
え
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
村
内
各
種
イ
ベ
ン
ト

や
観
光
資
源
と
連
携
し
た
魅
力

あ
る
施
設
づ
く
り
に
必
要
な
経

費
で
あ
る
。

問

隣
接
す
る
山
林
の
整
備

も
入
る
と
、
さ
ら
に
予

算
が
膨
ら
む
と
考
え
ら
れ
る
。

事
業
内
容
の
精
査
を
も
っ
と
す

べ
き
で
は
。

村
長

山
林
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
山
林
の
四
季
を
感

じ
な
が
ら
憩
い
の
場
と
す
る
つ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
大
き
な
事
業
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
若
干
手
を
加

え
な
が
ら
活
用
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

問

現
在
の
「
ぱ
あ
ぷ
る
」

を
改
修
し
活
用
す
る
方

法
も
あ
る
と
思
う
が
。

村
長

現
在
、
年
間
５
％
ぐ
ら

い
の
減
少
を
上
回
っ
て

通
行
す
る
車
両
が
減
っ
て
き
て

い
る
。
２
０
３
０
年
ご
ろ
に
は

国
道
の
交
通
量
が
77
％
の
減
少

に
な
る
と
の
予
測
も
あ
る
。
来

場
者
も
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
交
通
量
が
増
え
て
い
る

野
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近

に
整
備
を
進
め
た
い
。

問

交
流
物
産
等
複
合
施
設

は
「
道
の
駅
」
と
し
て

登
録
し
運
用
す
る
の
か
。

村
長

「
道
の
駅
」
の
登
録
に

つ
い
て
は
今
後
の
国
土

交
通
省
と
の
協
議
次
第
で
あ
り
、

今
年
度
中
に
必
要
な
素
案
を

も
っ
て
事
前
協
議
の
開
始
を
見

込
ん
で
い
る
。
新
施
設
が
登
録

で
き
な
い
場
合
は
、現
在
の「
道

の
駅
」
の
登
録
は
返
納
す
る
方

向
で
あ
る
。

問

「
観
光
物
産
館
ぱ
あ
ぷ

る
」
は
三
陸
鉄
道
の
駅

で
も
あ
る
。
施
設
の
活
用
方
法

は
。

村
長

「
観
光
物
産
館
ぱ
あ
ぷ

る
」
を
新
し
い
施
設
に

移
転
し
、
施
設
は
公
募
に
よ
り

利
用
者
を
選
定
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
は

現
在
の
場
所
で
営
業
を
続
け
る

と
伺
っ
て
い
る
。
三
陸
鉄
道
の

駅
に
つ
い
て
は
採
算
が
合
わ
な

い
こ
と
も
あ
り
無
人
駅
に
な
る

予
定
で
あ
る
。

「
道
の
駅 

い
わ
て
北
三
陸
」

問

久
慈
広
域
４
市
町
村
で

出
資
し
整
備
さ
れ
た

「
道
の
駅
い
わ
て
北
三
陸
」
の

利
用
状
況
や
村
へ
の
誘
客
の
効

果
は
。

村
長

令
和
６
年
１
月
現
在
の

来
場
者
数
は
87
万
８
９

４
４
人
と
伺
っ
て
い
る
。
誘
客

効
果
に
つ
い
て
は
各
種
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
常
時
設
置
し
、
イ

ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
内
容
を
変

更
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
、
開
業

し
て
か
ら
ま
だ
日
が
浅
く
動
向

に
注
視
し
て
い
く
。
今
後
は
、

交
流
物
産
等
複
合
施
設
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
と
連
携
し
な
が
ら
村

内
へ
の
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・�

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

 建設予算の妥当性は

村長　魅力ある施設建設に必要な経費
中 川　 大 和 議員

交流物産等複合施設

現在の「道の駅のだ」「観光物産館 ぱあぷる」▶



 子ども応援条例の制定を

村長　条例制定の必要性を含め検討

問

子
ど
も
施
策
の
根
拠
と

な
る
条
例
の
制
定
が
必

要
と
考
え
る
。
子
ど
も
が
自
身

や
他
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
や
、

村
全
体
で
子
ど
も
と
子
育
て
を

応
援
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
学

校
や
事
業
者
、
保
護
者
、
地
域

住
民
の
役
割
な
ど
を
定
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も

の
権
利
を
守
り
、
事
業
者
に
は

子
ど
も
を
持
つ
従
業
員
が
安
心

し
て
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が

出
来
る
よ
う
に
職
場
環
境
に
配

慮
し
た
取
り
組
み
を
促
す
な
ど

の
内
容
で
あ
る
が
、
い
か
が
か
。

村
長

全
国
的
に
子
ど
も
に
対

す
る
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク

ト
な
ど
の
問
題
が
後
を
絶
た
な

い
中
で
、
村
で
も
子
育
て
に
や

さ
し
い
村
づ
く
り
を
進
め
て
お

り
、
子
ど
も
の
権
利
が
守
ら
れ

る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
条
例
制
定
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
、
学
校
、
事
業

者
、
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
子
育
て
支
援
へ

の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
な
が

ら
、
条
例
の
必
要
性
を
含
め
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

産
後
ケ
ア
の
充
実
を

問

産
後
ケ
ア
は
、
母
子
を

包
括
的
に
支
援
す
る
極

め
て
重
要
な
事
業
で
あ
る
。
本

県
は
分
娩
可
能
な
施
設
が
限
ら

れ
て
い
る
。
年
々
、
分
娩
後
の

入
院
日
数
は
短
く
な
っ
て
お
り
、

十
分
に
育
児
技
術
を
習
得
で
き

ず
退
院
を
迎
え
る
産
婦
が
多
く

不
安
を
抱
え
た
ま
ま
育
児
を
開

始
す
る
状
態
に
あ
る
。
退
院
後

も
安
心
し
て
育
児
が
行
え
る
よ

う
、
産
後
ケ
ア
の
充
実
促
進
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

村
長

本
村
で
は
、
保
健
師
が

出
産
前
後
に
妊
産
婦
の

自
宅
へ
訪
問
し
、
母
子
の
状
態

の
確
認
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

上
で
各
種
相
談
に
応
じ
る
と
と

も
に
、
必
要
な
情
報
提
供
や
助

言
、
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
妊
娠
中
や
産
後
の
母
子

の
健
康
状
態
に
つ
い
て
は
、
医

療
機
関
と
の
情
報
共
有
や
連
携

に
よ
り
継
続
し
た
支
援
体
制
を

と
っ
て
い
る
。
今
後
も
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、

母
子
が
心
身
と
も
に
健
康
な
状

態
で
安
心
し
て
育
児
が
行
え
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
。

ク
マ
被
害
対
策
は

問

近
年
ク
マ
の
生
息
域
の

拡
大
等
に
よ
り
、
全
国

各
地
で
住
宅
街
や
学
校
等
へ
の

出
没
が
相
次
ぎ
、
市
街
地
や
そ

の
周
辺
に
お
い
て
人
身
被
害
が

数
多
く
発
生
す
る
事
態
が
生
じ

て
い
る
。
本
県
も
、
過
去
最
悪

の
人
身
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
危
機
的
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
人

的
被
害
や
農
業
被
害
等
が
恒
常

的
に
発
生
し
て
お
り
更
な
る
対

策
が
求
め
ら
れ
る
。
国
は
本
年

か
ら
ク
マ
を
指
定
管
理
鳥
獣
に

追
加
指
定
す
る
方
針
で
あ
る
が
、

本
村
で
の
人
的
被
害
等
を
防
ぐ

た
め
今
後
の
対
策
は
。

村
長

本
村
に
お
け
る
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
の
捕
獲
頭
数
は
、

本
年
２
月
１
日
現
在
で
12
頭
で

あ
る
。
昨
年
度
に
比
べ
４
倍
の

捕
獲
数
で
あ
り
、
全
県
的
に
も

出
没
数
、
捕
獲
数
と
も
激
増
し

て
お
り
、
対
策
は
急
務
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
被
害
対
策

強
化
の
た
め
、
野
田
村
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
員
を
２
名
増
員

し
、
新
た
に
大
型
の
罠
を
導
入

し
、
複
数
の
捕
獲
に
も
成
功
し

て
い
る
。
ま
た
、
関
係
団
体
の

育
成
支
援
の
た
め
新
規
の
狩
猟

免
許
等
取
得
に
係
る
経
費
の
一

部
補
助
や
電
気
柵
の
貸
し
出
し

な
ど
対
策
事
業
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
今
年
度
か
ら
鳥
獣
被

害
対
策
に
取
り
組
む
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
採
用
し
て
お
り
、

引
き
続
き
被
害
の
軽
減
に
努
め

て
い
く
。

中 川 　 昇 議員

子ども施策

子どもの健やかな成長に期待「玉川保育所」

保健と福祉の拠点「保健センター」

議会だより　のだ　№ 167－⑪
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問

昨
年
９
月
定
例
会
で
、
地

区
に
よ
り
週
１
回
と
２
回

の
ご
み
収
集
回
数
の
違
い
に
つ
い

て
一
般
質
問
し
、「
東
日
本
大
震

災
大
津
波
以
降
、
各
地
域
の
世
帯

数
や
人
口
に
大
き
な
変
動
が
あ
り
、

実
態
把
握
を
し
て
い
く
」
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
。

村
長

各
地
域
の
ご
み
集
積
所
を

巡
回
し
状
況
を
確
認
し
た
。

現
在
ご
み
収
集
回
数
に
対
す
る
不

公
平
感
解
消
の
た
め
関
係
機
関
と

協
議
を
重
ね
て
い
る
。
令
和
６
年

度
は
、
村
が
費
用
を
負
担
し
、
要

望
の
多
か
っ
た
夏
場
に
収
集
回
数

を
同
じ
に
す
る
よ
う
試
み
る
。

地
域
に
合
っ
た
計
画
策
定
を

問

野
田
村
高
齢
者
福
祉
計
画

及
び
第
９
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
つ
い
て
の
説
明
会
に
、

住
民
は
も
と
よ
り
介
護
関
係
者
の

参
加
も
少
な
か
っ
た
。
周
知
方
法

に
課
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

村
長

村
広
報
、
の
ん
ち
ゃ
ん

ネ
ッ
ト
で
村
民
に
参
加
を

呼
び
掛
け
た
が
、
今
後
は
多
く
の

村
民
か
ら
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う

周
知
方
法
を
工
夫
し
た
い
。

問

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
計

画
策
定
に
す
る
た
め
、
組

織
委
員
等
に
女
性
の
割
合
を
増
や

す
こ
と
が
重
要
で
は
。

村
長

団
体
へ
の
推
薦
依
頼
の
際
、

女
性
委
員
の
推
薦
を
働
き

か
け
る
な
ど
検
討
し
て
い
く
。

冬
の
避
難
訓
練
等
を

問

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿

い
の
巨
大
地
震
の
被
害
が

想
定
さ
れ
る
中
、
冬
の
避
難
訓
練

や
避
難
所
訓
練
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
毛
布
や
暖
房
機
器
な
ど
十
分

整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

村
長

冬
期
間
な
ど
厳
し
い
環
境

下
で
の
訓
練
は
、
必
要
性

を
認
識
す
る
反
面
、
事
故
な
ど
の

危
険
性
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
厳
し
い
環
境
下
で
の
災
害

へ
の
備
え
な
ど
は
啓
発
を
行
い
、

訓
練
内
容
は
関
係
機
関
と
検
討
し

て
い
く
。
毛
布
や
暖
房
機
器
な
ど
、

本
年
度
、
県
の
事
業
を
活
用
し
、

低
体
温
症
対
策
用
の
災
害
用
備
蓄

マ
ッ
ト
や
寝
袋
を
新
た
に
整
備
し

た
。
既
に
備
蓄
し
て
あ
る
毛
布
や

暖
房
機
器
と
合
わ
せ
災
害
に
備
え

た
い
。

問

避
難
道
と
し
て
も
重
要
な

村
道
「
高
校
通
り
線
」
や

お
寺
付
近
の
路
線
な
ど
の
段
差
や

亀
裂
な
ど
補
修
対
策
は
。

村
長

避
難
道
の
み
な
ら
ず
、
道

路
施
設
等
は
日
頃
か
ら
自

主
確
認
や
情
報
提
供
に
よ
り
、
現

場
を
確
認
し
て
い
る
。
通
行
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
努
め
た
い
。

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
せ
き
れ
い

の
冷
房
設
置
は　
　
　
　
　

問

健
康
管
理
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
の
た
め
に
も
集
会
ホ
ー

ル
や
管
理
室
に
冷
房
設
置
は
。

村
長

今
後
の
利
用
状
況
を
見
な

が
ら
判
断
し
て
い
く
。

多
様
な
村
民
参
加
ス
ポ
フ
ェ
ス
に

問

３
年
目
を
迎
え
る
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
多

様
な
村
民
参
加
が
で
き
る
事
へ
の

工
夫
や
今
後
の
課
題
、
あ
り
方
は
。

教
育
長

今
後
も
十
府
ヶ
浦
公
園
で

楽
し
ん
で
参
加
で
き
る
競

技
種
目
の
選
定
、
誰
も
が
参
加
し

や
す
く
な
る
内
容
の
工
夫
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
各
世
代

が
楽
し
め
る
よ
う
、
協
議
を
重
ね

て
い
く
。

村
長
施
政
方
針
演
述
に
対
し
て

 

健
康
寿
命
目
標
値
を

問

村
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸

の
た
め
充
実
し
た
事
業
を

推
進
す
る
に
は
数
値
目
標
と
期
限

な
ど
具
体
的
な
方
策
が
必
要
で
は
。

村
長

何
歳
か
ら
と
い
っ
た
年
齢

で
は
な
く
、
人
の
手
を
借

り
ず
に
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

期
間
と
考
え
て
い
る
。
自
立
し
た

生
活
を
長
く
維
持
で
き
る
よ
う
、

介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
対
策
・
認

知
症
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

教
育
行
政
方
針
演
述
に
対
し
て

 

継
続
取
り
組
み
が
必
要

問

８
月
に
「
夏
期
巡
回
ラ
ジ

オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操

会
」
を
開
催
予
定
と
の
事
だ
が
、

こ
れ
を
機
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
関
心

を
高
め
、
運
動
習
慣
と
し
て
根
付

か
せ
る
事
が
肝
要
で
は
。

教
育
長

現
在
、
具
体
的
な
構
想
は

な
い
が
開
催
に
向
け
多
く

の
村
民
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
関
係
機
関
団
体
へ
呼

び
か
け
な
が
ら
、
機
運
の
醸
成
を

図
っ
て
い
く
。

 地域格差の是正を

村長　関係機関と協議し試験調査実施
山 田　 陽 子 議員

中平地区のごみステーション

村道「高校通り線」

可燃ごみ収集



議会だより　のだ　№ 167－⑬

主な議会の動き
●１月●
　４日　野田村新年興隆会 ……………………………………………………………………………………… 議長
　７日　野田村消防出初式 ……………………………………………………………………………………… 議員
　７日　野田村二十歳のつどい ………………………………………………………………………………… 議員
15日　小正月行事 ……………………………………………………………………………………………… 議長
16日　岩手県建設業協会久慈支部新年交賀会 ……………………………………………………………… 議長
18日　村政調査会
21日　南川豊氏叙勲受章祝賀会 …………………………………………………………………… 議長、副議長
24日　第２回野田村議会臨時会
31日　野田村商工会新年交流会 ……………………………………………………………………………… 議長

●２月●
　２日　久慈地区市町村議会議員連絡協議会研修会 ………………………………………………………… 議員
　４日　泉沢部落会初午祭 ……………………………………………………………………………………… 議長
　５日～６日　正副議長・事務局長合同会議、県北地区県議会議員との懇談会 ……………… 議長・副議長
10日　野田村生涯学習大会 …………………………………………………………………………………… 議員
11日　南浜部落会初午祭、下明内部落会初午祭、米田部落会初午祭 …………………………………… 議長
12日　下安家部落会初午祭 …………………………………………………………………………………… 議長
15日　村政調査会
16日　岩手県町村議会議長会定例総会 ……………………………………………………………………… 議長
16日　教育行政視察（野田中学校）……………………………………………………… 総務教民常任委員会
26日　野田・普代岩友会定時総会 …………………………………………………………………………… 議長

●３月●
　１日　県立久慈工業高等学校卒業式 ………………………………………………………………………… 議員
　１日　議会運営委員会・全員協議会
　６日～15日　第３回野田村議会定例会
13日　野田中学校卒業式 ……………………………………………………………………………………… 議員
16日　野田小学校卒業式 ……………………………………………………………………………………… 議員
26日　令和５年度消防表彰受章祝賀会 ……………………………………………………………………… 議長

総務教民常任委員会

久慈地区市町村議会連絡協議会

災害は必ず発生するので準備や備えを

◀ 第一法規㈱渡島正之氏

を講師に「自治体議員

のコンプライアンス等」

と題し講話が行われま

した。

　２月２日、久慈地区市町村議会連絡

協議会研修会が国民宿舎くろさき荘で

開催され、講師の岩手大学名誉教授齋

藤徳美氏は、日本海溝北部での巨大地

震津波への対応がせまられるとの講演

内容でした。

　２月 16 日、「中学校一日体験」を総務教民常任委員会で視察しました。

４月に中学へ入学する小学６年生への和太鼓ワークショップが行われ、野

田中創作太鼓を当初から指導してくださる講師の熱い思いや指導に触れ、

創作太鼓に理解を深めることができました。

▶ 模型を使い、交流物産等複合施設

整備事業の概要等説明を受けまし

た。

１月の村政調査会

教育行政視察



　

昨
今
い
わ
れ
て
い
る
温
暖
化

の
影
響
な
の
か
例
年
に
な
く
気

温
差
が
激
し
く
不
安
定
な
気
候

の
中
で
も
、
草
木
の
青
さ
や
芽

吹
き
に
春
を
感
じ
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　

村
の
新
年
度
予
算
も
決
ま
り
、

今
年
度
は「
小
学
校
建
設
」や「
交

流
物
産
等
複
合
施
設
」
の
建
設

な
ど
大
型
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

村
の
未
来
に
つ
な
が
る
大
き

な
変
化
に
対
応
し
、
発
展
し
な

が
ら
継
続
し
て
い
け
る
新
し
い

村
の
姿
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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者

発
行
責
任
者

　

議　

長 　

米　

田　

忠　

一

広
報
編
集
委
員
会

広
報
編
集
委
員
会
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徳
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郎

あ
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き
　

問題

① ４月
② ６月
③ ８月

「野田小学校整備事業」は
令和７年の何月開校に向けて
進めているでしょう。

【前号の答え】 ② ５人
【当選者】 尾崎羽奈さん、宇部和行さん、土内萌生さん

  正解者の中から抽選で３名の方に「野田村共通商品券」をプレゼント！
【応募方法】
　�　はがきやＦＡＸなどで、答え、住所、氏名（ふりが
な）、年齢、連絡先を記入してご応募ください。応募は
１人１通までとし、匿名での応募は受け付けません。

　　議会だよりに対するご意見もお待ちしております。
【応 募 先】
　　〒028‐8201　九戸郡野田村大字野田20－14
　　野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで。
　　ＦＡＸの場合は�0194‐78‐3995�まで
【締め切り】５月31日消印有効。
【当選発表】次回号で当選者（特に断りが無い限り氏名）
　　　　　　を発表します。

議会だより のだ 発行日　令和６年４月26 日No.167

　３月 14 日、村体育館で練習中のスポ少剣友会の取材にお邪魔し
ました。週２回の練習でメンバーは全員で  11人とのことでした。
目標は団体戦で優勝すること。明るく元気に頑張ってください。

・防具を整備してほしい
・どうすれば団員が増えるか教えてほしい

★村へ子ども達からの声★
・中学生になったら剣道部を再開したい。
・体力をもっとつけたい。
・１級を取りたい。
・試合でまだ１回も勝っていないから勝ちたい。
・選手に選ばれたい。他。

●発行責任者　　野田村議会議長
●編集　野田村議会広報編集委員会
　　　　〒028‐8201　岩手県九戸郡野田村大字野田20‐14
　　　　TEL.0194‐78‐2934���FAX.0194‐78‐3995

ホームページ　http://www.vill.noda.iwate.jp/
Ｅメール　gikai_jimukyoku@vill.noda.iwate.jp

●印刷　有限会社マルニ印刷

今回は『剣友会』

団体戦団体戦でで優勝したい！優勝したい！

今の
目標

がんばる野田っ子


